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１ 

 

二
月
二
十
一
日
（
日
）
に

笠
縫
学
区
全
２
４
町
内
会
お

よ
び
学
区
災
害
対
策
本
部

（
災
対
本
部
）
１
７
名
の
参

加
の
も
と
、
防
災
実
働
訓
練

「
被
害
状
況
報
告
訓
練
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
れ
は
、
昨
年
度
に
策
定

し
た
「
笠
縫
学
区
地
区
防
災

計
画
」
に
基
づ
い
て
、
災
害

（
今
回
は
地
震
）
発
生
時
の

初
動
期
に
、
町
内
会
や
災
対

本
部
の
役
割
が
有
効
に
機
能

す
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、 

     

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

午
前
９
時
、
草
津
市
内
で

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
訓
練
開
始
。 

 

地
震
発
生
後
、
各
町
内
会

は
、
す
み
や
か
に
一
次
集
合

場
所
へ
向
か
い
、
被
害
状
況

と
安
否
確
認
、
応
援
要
請
の

要
否
判
断
を
行
い
ま
し
た
。 

 

一
方
、
防
災
対
策
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
災
対
本
部

を
立
ち
上
げ
る
旨
を
一
次
集

合
場
所
で
報
告
後
、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
へ
駆
け
付

け
、
大
会
議
室
で
「
学
区
災

害
対
策
本
部
」
の
設
営
を
開

始
、
午
前
９
時
１
５
分
、
竹

村
ま
ち
協
会
長
が
災
対
本
部

設
置
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

 

そ
の
頃
、
被
害
状
況
等
の

確
認
を
終
え
た
町
内
会
は
、

統
一
様
式
の
「
被
害
状
況
報

告
書
」
に
記
入
、
災
対
本
部

へ
報
告
を
始
め
ま
し
た
。 

 

今
回
は
通
信
系
統
は
無
事

と
い
う
設
定
で
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
直
接
持
参

の
４
つ
の
方
法
を
自
由
選
択

方
式
で
行
い
ま
し
た
。 

 

災
対
本
部
は
、
２
４
町
内

会
か
ら
刻
々
と
あ
が
っ
て
く

る
被
害
状
況
報
告
書
を
受
け

取
り
、
各
種
情
報
を
「
状
況 

一
覧
表
」
と
「
学
区
地
図
」

に
落
と
し
込
ん
で
状
況
を
分

析
、
被
害
の
少
な
か
っ
た
町

内
会
に
、
被
害
の
あ
っ
た
町

内
会
へ
応
援
出
動
を
要
請
し

ま
し
た
。
応
援
出
動
者
か

ら
、
応
援
作
業
の
終
了
報
告

を
も
っ
て
訓
練
は
終
了
し
ま

し
た
。
（
３
面
へ
続
き
ま
す
） 

１ 

 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
！ 

    

初
の
防
災
実
働
訓
練
を
実
施 



 学区広報紙「リーフかさぬい」は、2008年（平成２０
年）１０月の創刊以来、４月で創刊１５０号を迎えます。 
 次の２００号、２５０号へとつなげる制作メンバーを 

募集します！ ピンポイントでの参加も歓迎です！ 
 あなたの得意分野を活かして次の「リーフかさぬい」
を一緒に作ってみませんか？ 

●お気軽にお問い合わせください！● 
 

   ☎ 077-562-0071 
    ✉ kasanui@machikyou.jp 

■ 地域情報の提供 

■ 企画・取材・記事作成 

■ 写真・イラスト 

■ 紙面編集（使用ソフト：Microsoft Publisher） 

あ な た の 手で 作 って み ま せ ん か ？  

 第１４９号                      リーフかさぬい                 令和３年３月１５日 

２ 

 今後の予定（３月１５日～３月３１日） 

※記事作成時点での予定です。新型コロナウイルスの感染 

 状況により、変更になる可能性があります。 

 ３/２６（金） まちづくり協議会 運営委員会 

 ふるさと記憶絵図 ついに完成 

  

 学区広報紙「リーフかさぬい」は、毎月１５日
発行としていましたが、令和３年４月より、毎月
１日発行に変更いたします。 

リーフかさぬいの発行日が変わります 

 地域福祉部会 
 
 ２月９日（火） まちづくりセンターにおいて、地

域サロン１７団体のうち、代表者１５名の参加で地

域サロン交流会を開催しました。 

 最初に、市地域保健課の保健師さんから、高齢者

を取り巻く環境についてお話しいただきました。 

 当学区では、認知症や寝たきり、一人暮らしの高

齢者が増加しており、こうした中、引きこもりを防

ぐきっかけづくりとして、地域サロンが始められた

経緯が紹介されました。 

 また、昨今のコロナによる外出機会の減少は、体

力低下につながるため、①ご飯はよく噛んで食べる 

②間食は乳製品やチーズなどを摂取する ③日常生

活の中で、こまめに体を動かして、体力が衰えない

よう気を付ける の３点が重要とのことでした。 

 そして、コロナなどのウイルス感染の防止には、

食事前や外出後にはこまめな手洗いを行うという、

やはり基本が大切であるとのお話しを聞きました。 

 続いて、市社会福祉協議会の方を講師として、ク

リアファイルでマスクケース作りを体験しました。 

 参加者からは、「コロナでマスクを持って回るの

で、これは重宝する」「個々の地域サロンでも取り

組んでみたい」とい

う声をいただきまし

た。 

 意見交流会では、

今年度はコロナ禍で

地域サロンが思うよ

うに活動ができな

かったところが多く

見受けられました。 

 また、認知症予防

（頭の体操）のビデ

オを、市や市の社会

福祉協議会で作成し

てほしいという声が

ありました。 

 今回、コロナの感染者の増加や、国の緊急事態宣

言が延長される中ではありましたが、３密の感染対

策や時間短縮など工夫しながら開催でき、お互いの

地域サロンの情報交換が出来てよかったと感じまし

た。 

 地域サロン交流会を開催 

 

 令和３年度は、下記の予定で笠縫まちづくり

センターに移動図書館車「わかくさ号」が 

巡回します。どうぞご利用ください。 

《巡回日程》 

 毎月第１金曜日 

 １６：００～１６：３０ 

第1 

金曜日 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

２ ７ ４ ２ ６ ３ 

４月から巡回回数と時間が変更になります 

※借りられる期間は、次の巡回日までです。 

 リーフかさぬい  
制作メンバー募集！  

笠縫学区まちづくり協議会 事務局 
       （笠縫まちづくりセンター内） 

 募 集 分 野  



～被害状況報告訓練～  
情報共有の重要性を再認識 

 今回は、初の実働訓練であることから、事前

にシナリオを作成した中での実施でしたが、そ

れでも様々な課題も見えました。 

 訓練終了後の意見交換会では、統括副本部長

から「シナリオどおりで、今回はスムーズに進

んだと思うが、実際の場合、本部に駆け付けら

れるだろうか？また、被害の町内会から応援要

請が多くなれば、判断も難しく、対応できるだ

ろうか？」などの感想がありました。 

 町内会からは「町内会の安否確認をどのよう

にしたらよいのか」との課題もありました。 

 今回の訓練にあたり、守山市吉身学区から６

名の見学とＮＨＫ大津放送局の取材がありまし

た。吉身学区からは「行動の基本を学んだ」

「シナリオにはない想定外の訓練内容を組み入

れても良いのでは」「今後も笠縫学区と交流で

きればと思う」などの感想をもらいました。 

 最後に、コーディネーターの石原凌河先生

（龍谷大学准教授）より、「災対本部の重要な

点は、《情報を共有する》ということ、見えた

課題を次の訓練に活かして、より良い地区防災

計画を作っていただきたい」とのことでした。 

 今回は、コロナ禍により、参加対象を限定し

ましたが、参加いただいた町内会長をはじめ、 

各町内会の皆さんありがとうございました。 

 今回の訓練を糧に、さらに訓練を繰り返し、

学区の災害対策の取り組みを推進していきます

ので、学区住民の皆さまのご支援とご協力をお

願いします。  

３ 
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■ 当日の災害対策本部の動き ■ 

【情報収集班】…電話や直接持参等による全町内会からの被害状況 
          報告を受けました          

【応援調整班】…副本部長の指示のもと、応援要請の再確認や応援 
         出動要請を町内会に発信しました 

【本部長・副本部長】…全町内会の被害状況を把握し、応援調整班 
                                   に指示を出しました 

【意見交換会】…訓練終了後、町内会長も参加して、石原先生の司 
                         会進行で意見交換を行いました 

竹
村
会
長
に
よ
る 

災
対
本
部
設
置
宣
言 

一
次
集
合
場
所
で
の

町
内
会
へ
の
報
告 

見えた課題を次の訓練に活かす  

NHKのWebサイトで 

当日の訓練の様子を  
見ることができます 
https://www.nhk.or.jp/osaka-blog/
omi630/bousai/444238.html 

 

  
 

訃  

報  

山
元
亮
太
さ
ん
が 

 
 

 
 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

 

笠
縫
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

子
ど

も
育
成
部
会
長
の
山
元
亮
太
さ
ん
が
、

致
死
性
不
整
脈
の
疑
い
に
よ
り
、
二
月

十
四
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
四
七
歳

で
し
た
。 

 

山
元
さ
ん
は
、
平
成
三
〇
年
か
ら
子

ど
も
育
成
部
会
長
、
令
和
二
年
か
ら
は

笠
縫
学
区
主
任
児
童
委
員
も
務
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
当
協
議
会
の
事
業
を
は

じ
め
、
と
り
わ
け
子
ど
も
の
見
守
り
や

健
全
育
成
、
児
童
福
祉
に
日
々
奔
走
さ

れ
ま
し
た
。
明
る
く
誠
実
で
行
動
力
の

あ
る
人
柄
は
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
当

協
議
会
と
し
て
も
頼
り
に
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。 

 

謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し 

ま
す
。 



 
第１４９号 令和３年３月１５日 

広告募集！！「リーフかさぬい」は広告を募集しております。 

詳しいお問い合わせは笠縫まちづくりセンターＴＥＬ：０７７－５６２－００７１へ  

リーフかさぬい 

 
令
和
三
年
二
月
八
日
十
時

三
十
五
分
か
ら
、
お
話
し
の

国
の
教
室
に
１
年
生
２
ク
ラ

ス
が
集
ま
り
、
生
徒
２
人
の

か
け
声
で
昔
あ
そ
び
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

 

民
生
児
童
委
員
を
初
め
と

す
る
協
力
者
を
紹
介
し
、
先

生
が
昔
あ
そ
び
の
注
意
事
項

を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

あ
や
取
り
と
お
手
玉
の
組

は
、
担
当
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
教
室
に
戻
り
ま
し
た
。 

 

お
話
し
の
国
で
は
、
教
室

の
中
央
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、

コ
マ
回
し
の
組
と
、
け
ん
玉

の
組
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

 

コ
マ
回
し
は
危
な
い
の

で
、
コ
マ
に
紐
を
ま
く
と
こ

ろ
、
コ
マ
を
回
す
た
め
投
げ

る
と
こ
ろ
と
、
場
所
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
や
取
り
の
目
標
は
手
首

抜
き
、
ゴ
ム
、
ほ
う
き
。
お

手
玉
の
目
標
は
２
つ

の
玉
で
連
続
し
て
投

げ
続
け
る
こ
と
。
け
ん
玉
は

大
皿
載
せ
、
小
皿
載
せ
、
止

め
け
ん
。
コ
マ
の
目
標
は
、

回
す
こ
と
、
犬
の
散
歩
で
し

た
。 

 

お
手
玉
で
は
、
両
手
に
お

手
玉
を
持
っ
て
、
右
手
の
お

手
玉
を
頭
の
高
さ
ま
で
放
り

上
げ
、
左
手
の
お
手
玉
を
右

手
に
移
動
す
る
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
。
だ
ん
だ
ん
高
さ
を

低
く
し
て
テ
ン
ポ
を
早
く
す

る
。 

 

コ
マ
回
し
で
は
、
３
人
で

競
争
す
る
様
子
も
見
ら
れ
ま

し
た
。 

    

 

後
日
、
セ
ン
タ
ー
に
感
想

文
が
届
き
ま
し
た
。 

 

「
あ
や
と
り
を
お
し
え
て

く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」 

 

「
コ
マ
を
じ
ょ
う
ず
に
ま

わ
せ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
お
手
玉
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

「
け
ん
玉
の
や
り
か
た
を

お
し
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
等
々
。 

 
 

 
 

   
 

 

４ 

笠
縫
小
学
校
１
年
生
・
昔
あ
そ
び 


